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要約 

 

環境文学（人間と自然の関係性を主題とする文学）には、人と、自然や超自然の存在

とのあいだの、さまざまな「コミュニケーション」が描き出されている。本研究では、

現代日本を代表する環境文学作家、梨木香歩と石牟礼道子の作品のなかで、人と人なら

ざる存在の「コミュニケーション」が描かれる際に、音、語、語句、構文、文といった

多様なレベルの「反復」が頻出することに着目し、両作家の環境文学テクストを詳細に

分析することを通して、人と人ならざる存在の「コミュニケーション」の成立とその描

出における「反復」の役割を解明することを試みた。 

本研究が検討に付す、文学における人と人ならざる存在の関係および「コミュニケー

ション」をめぐる問題は、「エコクリティシズム」と呼ばれる文学研究の一分野で研究

が行われている。ただし、従来のエコクリティシズムでは、文学テクストの「内容」や

「コンテクスト」に目が向けられることが多く、表現形式や言葉そのもの、別言すれば、

「いかに言われているか」という側面から環境文学が論じられることは少ない。 

本研究では、こうした研究状況を踏まえた上で、文学の表現形式そのものも何らかの

「意味」や「機能」をもち、それを「読む」ことが可能であるという立場から、上に挙

げた二人の作家の環境文学テクストに描かれた、人と人ならざる存在のあいだの「コミ

ュニケーション」の場面を、文学、言語学、レトリック論、コミュニケーション論、哲

学、認知科学などの知見を援用しながら分析した。そして、テクストの内部に、あるい

は、テクストとテクストのあいだに看取されるさまざまなレベルの「反復」が、人と人

ならざる存在の「コミュニケーション」の成立およびその言語化にとって看過すべから

ざる役割をもつことを、また、テクストを解釈する際の重要な手がかかりとなりうるこ

とを、明らかにした。 

本研究は、6 章で構成されている。第 1 章では、研究の概要と目的、方法論、論文の

構成について論じた。第 2 章と第 3 章ではエコクリティシズムやレトリック論などの先

行研究およびテクスト分析のための理論的枠組みについてまとめた。それらを踏まえ、

第 4 章で梨木のテクストを、第 5 章で石牟礼のテクストを、それぞれ分析した。第 6 章

では、結論と残された課題について述べ、結びとした。 

以下、第 2 章から第 6 章の内容についてまとめていく。 
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第 2 章では、文学における自然と人間の関係に焦点を当てる「エコクリティシズム」

と呼ばれる文学研究（批評理論）について概説し、この分野で環境文学作品の言葉その

ものや「レトリック」の問題を扱っている先行研究のレビューを行った。その結果、環

境文学テクストの表現技法や表現形式について論じた従来の研究では、レトリック論や

言語学などの言語研究の知見がほとんど参照されていないこと、この研究分野において

は、「レトリック」という言葉は「修辞学」ではなく「弁論術（雄弁術）」を指す言葉と

して用いられることが多く、「環境文学」を「レトリック」という観点から論じる際に

は、テクストで用いられていることばの〈あや〉（「文彩」、「フィギュール」）のもつ意

味や機能ではなく、そのテクストのもつ「説得」という力に目が向けられる傾向がある

ことが浮かび上がってきた。第 2 章ではまた、「反復」という〈あや〉に着目しながら

環境文学テクストを論じるという本研究の基本的な立場を明確にし、本研究で採用する

方法論の有用性を示すため、古代ギリシャから現代までの「レトリック」の歴史を辿り

ながら「レトリック（論）」の特徴とその全体像を描出するとともに、エドワード・ア

ビー、テリー・テンペスト・ウィリアムス、リチャード・ネルソンら、現代アメリカを

代表する環境文学作家のテクストを、「反復」を手がかりに分析、考察した。 

先行研究の批判的考察と具体的なテクスト分析を通して、「反復」という言語現象を

よすがに環境文学テクストを読み解くことを試みる本研究が、従来のエコクリティシズ

ムにおける「レトリック研究」とは一線を画すものであることを論じた上で、第 3 章で

は、第 4 章と第 5 章でテクスト分析を行う際に参照した理論的枠組みについてまとめ

た。まず、レトリック論の分野で「反復」がどのような〈あや〉と考えられてきたのか

について整理し、次いで、ロマン・ヤコブソンによる「反復」をめぐる言語研究の鍵概

念である「等価性」、「類像性」、「詩的機能」、「交話的機能」について概説した。その際、

梨木の小説に加え、環境文学作家としても知られる芥川賞作家の加藤幸子の小説、谷川

俊太郎、寺山修司、俵万智などの詩的テクストから具体例を引き、それらを分析しなが

らそれぞれの概念について説明を行った。ヤコブソンの「等価性」と「類像性」に関す

る議論は人と人ならざる存在の類似関係を読み解く際に、「詩的機能」と「交話的機能」

に関する議論は「反復」を伴いながら描き出される人と人ならざる存在の「コミュニケ

ーション」を分析する際に援用した。また、詩的機能が、言及内容、送り手、受け手な

どを「多重化」させる働きをもつとしたヤコブソンの理論と、ハラルト・ヴァインリヒ

の独創的な時制論との親和性に着目した坂部恵の卓見を、テクストの分析および考察の
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際の重要な理論的枠組みとした。 

第 4 章では、第 3 章までにまとめた先行研究の知見を参照しつつ、梨木香歩の五つの

作品（『西の魔女が死んだ』（1994 年）、『ぐるりのこと』（2004 年）、『蟹塚縁起』（2003

年）、『エストニア紀行』（2012 年）、『渡りの足跡』（2010 年））の一部を分析した。ここ

では、これらの作品に描かれた、人と人ならざる存在とのあいだの「コミュニケーショ

ン」の場面で用いられている言葉／〈言葉〉を、①人ならざる存在から人への〈言葉〉、

②人から人ならざる存在への言葉、③人が〈うたう〉（あるいは〈かたる〉）自然の〈言

葉〉、の三種類に分類し、①②③が紡がれたテクストに、5 拍と 7 拍に分節可能な表現

や、同一あるいは類似の音、語、語句のくり返しなど、〈うた〉らしさを感じさせる表

現が頻繁に用いられていることを示した。さらに、〈かたり〉や〈うた〉という言語行

為が、人と自然や、人と超自然の存在のあいだの「コミュニケーション」を特徴づける

という坂部の見解を敷衍し、①②③では、〈うた〉らしい形式的特徴をもつ〈言葉〉／

言葉のやりとりが、当該の「コミュニケーション」が人と人ならざる存在のあいだの「コ

ミュニケーション」であることを非明示的に表す役割を果たしていると考えられること

を論じた。また、②の一部と③では、「反復」という〈かたち〉そのものが、その「コミ

ュニケーション」において、「主体の二重化」――「他者」の〈言葉〉を発する主体の、

〈当人であって当人ではない〉、あるいは、〈当人であるが「他者」でもある〉という状

態――が生起していることを暗示していると解釈できることを示した。 

石牟礼道子のテクストを取り上げた第 5 章では、主にテクスト間の「反復」、より具

体的に言えば、「他者」の言葉／〈言葉〉のくり返しに光を当て、分析を行った。『あや

とりの記』（1983 年）の一部、『苦海浄土：わが水俣病』（1972 年［1969 年］）の一部、

そして「草のことづて」をめぐる三つのエッセイおよび講演を分析した結果、次の三つ

のことが明らかになった。（1）石牟礼のテクストでは、「他者」の言葉や〈言葉〉をく

り返すことが、人と人とのあいだの、そして、人と人ならざる存在のあいだの「コミュ

ニケーション」を成立させる鍵となっている場合がある。（2）梨木のテクストと同じく

石牟礼のテクストでも、人と人ならざる存在のあいだの「コミュニケーション」で用い

られる言葉／〈言葉〉は、〈うた〉らしさを帯びる場合がある。（3）「他者」の〈言葉〉

の「反復」が、〈変身〉を引き起こす場合がある。以上の三点である。 

第 4 章と第 5 章では、さらに、上述したテクスト分析の結果を、エコクリティシズム

で議論されている交感論の知見を参照しながら考察した。坂部の言う「主体の二重化」



10 

 

と、野田研一が展開する交感論で言うところの「主／客を撚り合わせる
、、、、、、

」という事態に、

ともに、自他を同一視しない「他者観」と「コミュニケーション観」が認められること

を指摘するとともに、「反復」が、「人間の自然化」をはじめとする、「他者」を「他者」

たらしめたまま交わるという「コミュニケーション」（「ポスト・ロマン主義的交感」）

を描く修辞装置として位置づけられることを論じた。加えて、「他者」の〈言葉〉をく

り返すというふるまいが、エコクリティシズムが俎上に載せる、自然という「他者」と

の「想像的」な「相互行為」を立ち上げる上で要の役割を果たしうるということ、また、

人ならざる存在を「主体」となす可能性を秘めていることを明らかにした。 

最終章に当たる第 6 章では、本研究の成果をまとめるとともに、研究の課題と今後の

展望について述べた。 

 

本研究では、梨木香歩と石牟礼道子の環境文学テクストを詳細に分析することで、「反

復」という形式的な〈あや〉が、単なる装飾や説得の具ではなく、人と人とのあいだは

もちろん、人と人ならざる存在のあいだにもさまざまな「コミュニケーション」を生起

させるとともに、その「コミュニケーション」の性質や、メッセージの送り手のあり方、

送り手と受け手の関係性を非明示的に示す役割を担う場合があることを明らかにした。 

本研究の学術的意義は、表現形式を手がかりとしながら文学テクストを読み解くとい

う試みが、エコクリティシズムのみならず近年の文学研究においてもそれほど多く行わ

れていないなかで、「反復」に着目して文学テクストを分析し、このような分析手法が

文学テクストを解釈する上できわめて有用な方法論となりうることを示した点にある。

また、修辞学系のレトリック論や言語学の分野で、メタファーやメトニミーなど「意味」

に関わる〈あや〉と比べて議論されることの少ない「反復」という形式的な〈あや〉に

注目し、それが人間の言語活動のなかでさまざまな役割を担うことを改めて示したとこ

ろにも、本研究の意義がある。 

環境文学に描かれた、人と人ならざる存在の「コミュニケーション」を形づくる言葉

そのものに光を当て、それが、それぞれのテクストでどのような意味や機能をもつかを

問うた本研究は、エコクリティシズムに新たな知見を加えるのみならず、「文学」が言

語研究に重要な手がかりをもたらす可能性をもつことを、また、言語研究のさまざまな

知見が文学研究にも援用しうることを示すことに成功したと言える。 


